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   参考資料の配付について 

  

 このことについて，新たな函館市行財政改革推進プラン（2027～2031）

の策定に関する基本的な方針および施策を決定し，その進捗状況を総括

することを目的として，「函館市行財政改革戦略本部」を設置し，令和

８年４月２０日に第１回函館市行財政改革戦略本部会議を開催いたしま

した。 

つきましては，下記のとおり資料を配付しますので，よろしくお願い

いたします。 

  

                記 

 

○ 令和８年第１回函館市行財政改革戦略本部会議 議事概要 

○ 令和８年第１回函館市行財政改革戦略本部会議 資料【概要】 

 

 

 

（総務部行政改革課） 



令和８年第１回函館市行財政改革戦略本部会議 議事概要 

 

 

日 時  令和８年（2026年）４月２０日（月）１０：００～１０：２０ 

会 場  市長会議室 

参集者  大泉市長，田畑副市長，佐藤副市長，木村教育長， 

渡邊企画部長，木村総務部長，島田財務部長 

 

議 題  ◎新たな行財政改革推進プラン策定の基本方針について 

     ◎新たな行財政改革推進プラン策定の流れについて 

           

◆議題の趣旨◆ 

 新たな行財政改革推進プラン策定の基本方針および流れについて協議を行いまし

た。 

 

◆協議の結果◆ 

 新たな行財政改革推進プラン策定の基本方針および流れについて，決定しました。 

今後は，具体的な取組項目について，各部と協議を進めていきます。 

 

◆主な発言◆ 

（大泉市長） 

今後も厳しい財政状況が続くことが予測される中，将来にわたって持続可能な行財

政運営を行っていくには，間断なく，健全な財政基盤の確立や，効果的・効率的な行

政運営の構築を図っていく必要があることから，この戦略本部のもと，行財政改革を

強力に推し進めていく。  

 

（田畑副市長） 

 新行革プランの方向性はこれで良いが，今後の具体的な取組項目の検討が最も重要

である。時間が無い中での検討となるが，協力をお願いする。 

 

（大泉市長） 

 行財政改革は待ったなしの状況であり，自治体の存立に関わる重要な課題である。

行財政改革の推進については，私の責任のもと市役所一丸となって進めてまいりたい。 

 

 



1. 現状 2. 解決すべき課題

人口減少・少子高齢化

市税・交付税の減少、社会保障関係経費の

増加、労働 力の減少

社会情勢の変化

物価高騰に伴う資材価格・労務単価の上昇 、

働き方改革の推進

デジタル化の加速

デジタル技術の急速な進展による環境変化

公共施設の老朽化

インフラの経年劣化に伴う維持補修費等の

増加

多額の収支不足の解消

歳入の減少と歳出の増加により生じる多額の

収支不足への対応が急務

組織体制の適正化・業務の効率化

人口規模や行政需要量に見合った適正な組織

体制への移行や、 多様化・複雑化するニーズ

に対応した 業務の効率化が必要

人材確保の困難化への対応

生産年齢人口の減少による人材不足 への対応

や、 ワーク・ライフ・バランスを実現し、働

きがいのある魅力的な職場環境づくり が必要

本市を取り巻く現状と課題

１
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新たな行財政改革の推進体制

厳しい行財政運営が求められるなかにおいても，時代の変化に的確に対応し，持続可能な都市経営を行っていく
ため，新たな行財政改革推進プラン（R9～13年度）の策定および推進が必要

・ 方針・施策の決定
・ 進捗状況の管理
・ 取組項目の見直し等

【本部員】
教育長、企画部長、総務部長、
財務部長

・ 各種取組の推進

各部局【本部長】
市長

【副本部長】
副市長

新たな組織体制

行財政改革戦略本部

行財政改革を強力に推し進める体制として、市長を本部長、副市長を副本部長とする新たな組織を設置

２

令和８年第１回函館市行財政改革戦略本部会議 資料【概要】



新たな行財政改革推進プランの方向性

『 持続可能な都市経営 』 を目指して

１ 財源確保・多角化

（１）自主財源確保・多角化

（２）受益者負担の適正化

２ 事業・再構築

（１）選択と集中
・事業の抜本的な見直し
・効果的な事業立案と事業評価 など

（２）公共施設等マネジメントの推進

（３）行政サービスの利便性向上と
業務の効率化
・行政ＤＸの推進
・業務プロセス・仕組みの改善
・ＡＩの活用 など

（４）多様な主体との連携・協働

３ 組織・強靱化

（１）組織体制・人員配置の適正化
・組織体制の見直し
・職員数の見直し
・会計年度任用職員の活用 など

（２）人材の育成と確保の強化

（３）働きやすい職場環境づくり
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行財政改革戦略本部

第1回会議

新プラン (案)

策定作業

戦略本部会議を随時開催

新プラン (案)

内容説明・ 意見聴取

函館市議会

パブリック

コメント

市民意見の募集

成案化

新プランの決定

新たな行財政改革推進プラン 策定スケジュール

R8.4.20 R8.11月頃まで R8.11月頃 R8.12月頃 R9.3月まで

行財政改革推進会議 ほか
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